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手には、横浜市が維持管理して保全されて

いる7棟の「山手西洋館」の他にも、所有者

の方がそこで暮らしながら保全に協力して

いただいている洋館がいくつもあります。山手本通りか

らは少し奥まった場所に建つ宇田川邸は、道路に面した

側から見える切妻型の大きな屋根が架かる三角形の外観

が特徴です。この壁面には、六角形や八角形の小窓がい

くつもあり、1階には応接室（道路側）と食堂（庭側）に

張り出し窓（ベイ・ウインドウ）が付いています。また、

大屋根両側には、棟の向きと直交する方向に、大小の屋

根窓（ドーマー・ウインドウ）があって、2階は屋根部屋

のような構成になっています。そして、1階の居間、応

接室、食堂には暖炉があります。

この建物は、2年がかりで、屋根と外壁、そして窓な

どの修復工事がなされ、のちに改変されていた箇所のい

くつかが創建当時の姿に復元されました。こうしたこと

は、いま住まわれている方がこの建物を強く愛している

からこそ、可能だったとおもいます。そして、それに応

えて、建物を詳しく調査して修復設計をした建築家と、

丁寧な施工をした工務店の方の努力の結果でもありま

す。工事中の現場には、横浜市の担当者と一緒に何度か

訪れ、その都度、調査によって新しくわかったこと（例

えば壁の色や素材と仕上げ方、オリジナルの開口部の位

置や形など）の報告や、施工方法の詳細についての説明

を受ける機会がありました。施主、建築家、施工者、そ

して、この事業をサポートする都市デザイン室のチーム

ワークがあって、このプロジェクトが成就したことをい

ま実感しています。

この建物は、明治20（1887）年頃に来日したイギリス

人のH.C.Pigott氏（明治40（1907）年没）の夫人である桜

井ミツ氏（明治8（1875）年～昭和27（1952）年）によって、

大震災直後の大正14（1925）年頃に外国人用の貸家とし

て建てられました。その後、昭和44（1969）年に、現在

お住まいの方の父上にあたる方が所有され、現在に至っ

ています。その間、増築や改築の手も加わりましたが、

全体としては創建時の姿が良く遺っており、さらに、今

回の修復工事によって、元の姿に戻した箇所もあり、1

世紀近く住み継がれた住宅として、価値がさらに高まっ

たといえるのではないでしょうか。建物を保存する最も

優れた方法のひとつは、それを愛する住み手（使い手）

によって、住み（使い）続けられることである、と強く

感じています。
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「歴史を生かしたまちづくり相談室」受付中!! 皆様からのご相談をお待ちしています。
【連絡先】公益社団法人 横浜歴史資産調査会（ヨコハマヘリテイジ）内
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相談室
歴史を生かしたまちづくり

京浜急行金沢八景駅に隣接している瀬

戸変電所は、昭和5年の湘南電気鉄道開

業に合わせ昭和4年に建造された鉄骨、

鉄筋、コンクリート造の堅牢な歴史的建

造物で昭和50年末まで使用されていた。

ここで生まれた電気で湘南デ1形を始め、

京浜急行電鉄の1000形他の往年の名車

が快走する電力を供給した

由緒ある変電所だ。

当公益社団では、この建

物の現況調査等を約5年かけ

て行った。建物は、取り付

け道路の関係で用途に制約

があり、事務所が相応しい。

それに則し、今年度は現代

美術作家の事務所と活動拠

点、鉄道関係の資料室等に

向けた収支バランスを見据えた事業計画

を検討中。2023年度の改修事業を目指し、

鋭意取り組んでいる。また、京浜急行電

鉄と調整し、広く修理、保存、活用に向

け市民の皆様にご協力をいただく方法も

検討中。その節は、ぜひとも皆様のご支

援をお願いいたします。

瀬戸変電所内を調査するアーティストと関係者

船上から見た瑞穂橋梁。道路橋に負けず優美な姿だ

旧国鉄高島支線  瑞穂橋梁は歴史的資産 旧湘南電気鉄道（現・京浜急行電鉄）瀬戸変電所の調査、保存、活用

J.Hモーガンは、横浜山手ベーリック

ホール、111番館、山手聖公会教会堂ほ

か多くの建物の設計を手掛けた横浜ゆか

りの建築家。事務所は横浜市、自邸は国

道一号線沿いの藤沢市だった。自邸は、

約2,000坪の敷地にスパニッシュスタイ

ルの瀟洒な西洋館だったが、約15年前、

2度の不審火で焼損。しかし、玄関廻り

は焼け残り、炭化した構造体等により、

かろうじて当時の面影を伝えている。当

公益社団では、管理運営にご尽力されて

きたNPO法人旧モーガン邸を守る会と

藤沢市と力を合わせて再建に向けて募金

を開始した。建物は、仮称ヘリテイジセ

ンターとして湘南地域と横浜を結ぶ文化

交流拠点として再建する計画だ。俣野別

邸（横浜市戸塚区）、遊行寺、旧東海道

藤沢宿の町並み等との連携活用を目指し

ている。

募金は下記のとおりです。

皆様のご支援をお待ちいたしておりま

す。

旧モーガン邸（建築家J.Hモーガン自邸）再建募金スタート

珍しい溶接とリベットの接合部分 瑞穂埠頭側から見た全線。当初から単線だった

瑞穂橋梁に通じる築堤の石積み等 陸側から見た全景。美しい橋梁だ

訃報　中村 實 監事がご逝去
（元公益財団法人はまぎん産業文化振興財団事務局長）

令和3年（2021）7月14日、86歳。昭和63年（1988）の調査
会発足当時から幅広いご見識で、委員としてご活躍。特に横
浜学には造詣が深く、様々な生活文化が息づく横浜を「横浜、
よこはま、ヨコハマ、yokohama」と文字でイメージ表現され
魅力を広めた。関東学院大学非常勤講師をはじめ東北文化学
園大学学部長を歴任。ご冥福をお祈りいたします。

寄付のお願い
旧モーガン邸再建のために、みなさまに寄付をお願いしてい
ます。一口から何口でもありがたくお受けいたします。
●個人：5,000円（一口）
●団体・企業等：100,000円（一口）
ご寄付頂いたみなさまのお名前は、再建した建物の室内に掲示
させて頂きます。
※当公益社団への寄付は、税法上の優遇措置が適用され、所得税（個人の場合）、法人税（法人の場合）の
控除が受けられます。詳しくは事務局からご案内します。

●振込先：ゆうちょ銀行   ●口座番号：00270-4-124271   
●加入者名：公益社団法人横浜歴史資産調査会 ※恐縮ですが、旧モーガン邸と明記してください。

瑞穂橋梁は、品鶴線から分かれて横浜

の港を目指す高島線の東高島駅手前から

さらに分岐し横浜港の瑞穂埠頭に通じる

鉄路に架かる橋梁である。瑞穂埠頭は戦

後、アメリカ軍が接収。物資の補給基地

として重要な役割を担って来た。かつて

港湾への輸送は鉄路が主流だったが、現

在は瑞穂橋梁の脇に立派な道路橋が併

設され、鉄路の使命は終了。2021年3月、

瑞穂橋梁は我が国に返還され、現在は国

有財産となっている。現在、老朽化を理

由に取り壊しの危機にあると言う。

瑞穂橋梁は、単なる橋梁ではない。

1934年（昭 和 9年）建 造 で、全 長 約

80m、優美なアーチを描く曲弦ワーレン

トラス橋と2基のプレートガーター橋を

組み合わせた美しい橋梁である。しかも、

橋梁技術史上とても重要な位置にある。

鉄材の接合には従来のリベット接合だ

けではなく、当時としては最新の溶接を

多く用いている点が特徴である。2種の

技術を混用して組み上げた稀な存在で

あり、接合技術の進化を実証した歴史的

橋梁としての評価が高いのである。溶接

が十分な強度を保てることを実証し、橋

梁ばかりか造船技術の進化にも貢献し

ていること等が公益社団法人の鉄道遺

産調査隊の専門家の調査で把握している。

こうと分かればみすみす解体は無い。

手続きを踏み、横浜の大切な歴史的資産

として位置づけし、歴史を生かしたまち

づくりの視点から保存、活用に舵を切り

たい。地の利は良く、JR東日本や京急

東神奈川駅から真っすぐに約1km南下

した港湾部に位置している。さらに、瑞

穂橋梁に至る高島線から分岐した鉄路に

は、別のプレートガーター、谷積みの石

積みで築かれた築堤等が残されており、

鉄路は近代化遺産としての鉄道遺産の宝

庫である。当公益社団では、「港、鉄道、

ヨコハマ」と港における鉄道の重要性を

発信し、港の運輸システムに鉄道は不可

欠として鉄道の重要性をアピールしてい

る。

すでに横浜市は、横浜港駅や赤レンガ

倉庫に通じる旧横浜臨港線を保存、整備

し「汽車道」として再生させた。その結果、

現在市民に愛される施設として大いに利

活用され笑顔あふれる文化交流の場とし

て賑わいを生んでいる。

と言う訳で、瑞穂橋梁を要とした鉄路

を近代化遺産としての鉄道遺産として位

置づけて保存整備し、地域活性化に役立

てたいと考えている。

宇田川邸 ──大屋根といくつもの小窓がある洋館──
関東学院大学名誉教授・公益社団法人 横浜歴史資産調査会 理事　関 和明
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は、いま住まわれている方がこの建物を強く愛している

からこそ、可能だったとおもいます。そして、それに応

えて、建物を詳しく調査して修復設計をした建築家と、

丁寧な施工をした工務店の方の努力の結果でもありま

す。工事中の現場には、横浜市の担当者と一緒に何度か

訪れ、その都度、調査によって新しくわかったこと（例

えば壁の色や素材と仕上げ方、オリジナルの開口部の位

置や形など）の報告や、施工方法の詳細についての説明

を受ける機会がありました。施主、建築家、施工者、そ

して、この事業をサポートする都市デザイン室のチーム

ワークがあって、このプロジェクトが成就したことをい

ま実感しています。

この建物は、明治20（1887）年頃に来日したイギリス

人のH.C.Pigott氏（明治40（1907）年没）の夫人である桜

井ミツ氏（明治8（1875）年～昭和27（1952）年）によって、

大震災直後の大正14（1925）年頃に外国人用の貸家とし

て建てられました。その後、昭和44（1969）年に、現在

お住まいの方の父上にあたる方が所有され、現在に至っ

ています。その間、増築や改築の手も加わりましたが、

全体としては創建時の姿が良く遺っており、さらに、今

回の修復工事によって、元の姿に戻した箇所もあり、1

世紀近く住み継がれた住宅として、価値がさらに高まっ

たといえるのではないでしょうか。建物を保存する最も

優れた方法のひとつは、それを愛する住み手（使い手）

によって、住み（使い）続けられることである、と強く
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て行った。建物は、取り付

け道路の関係で用途に制約

があり、事務所が相応しい。

それに則し、今年度は現代
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点、鉄道関係の資料室等に

向けた収支バランスを見据えた事業計画
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旧モーガン邸再建のために、みなさまに寄付をお願いしてい
ます。一口から何口でもありがたくお受けいたします。
●個人：5,000円（一口）
●団体・企業等：100,000円（一口）
ご寄付頂いたみなさまのお名前は、再建した建物の室内に掲示
させて頂きます。
※当公益社団への寄付は、税法上の優遇措置が適用され、所得税（個人の場合）、法人税（法人の場合）の
控除が受けられます。詳しくは事務局からご案内します。

●振込先：ゆうちょ銀行   ●口座番号：00270-4-124271   
●加入者名：公益社団法人横浜歴史資産調査会 ※恐縮ですが、旧モーガン邸と明記してください。

瑞穂橋梁は、品鶴線から分かれて横浜

の港を目指す高島線の東高島駅手前から

さらに分岐し横浜港の瑞穂埠頭に通じる

鉄路に架かる橋梁である。瑞穂埠頭は戦

後、アメリカ軍が接収。物資の補給基地

として重要な役割を担って来た。かつて

港湾への輸送は鉄路が主流だったが、現

在は瑞穂橋梁の脇に立派な道路橋が併

設され、鉄路の使命は終了。2021年3月、

瑞穂橋梁は我が国に返還され、現在は国

有財産となっている。現在、老朽化を理

由に取り壊しの危機にあると言う。

瑞穂橋梁は、単なる橋梁ではない。

1934年（昭 和 9年）建 造 で、全 長 約

80m、優美なアーチを描く曲弦ワーレン

トラス橋と2基のプレートガーター橋を

組み合わせた美しい橋梁である。しかも、

橋梁技術史上とても重要な位置にある。

鉄材の接合には従来のリベット接合だ

けではなく、当時としては最新の溶接を

多く用いている点が特徴である。2種の

技術を混用して組み上げた稀な存在で

あり、接合技術の進化を実証した歴史的

橋梁としての評価が高いのである。溶接

が十分な強度を保てることを実証し、橋

梁ばかりか造船技術の進化にも貢献し

ていること等が公益社団法人の鉄道遺

産調査隊の専門家の調査で把握している。

こうと分かればみすみす解体は無い。

手続きを踏み、横浜の大切な歴史的資産

として位置づけし、歴史を生かしたまち

づくりの視点から保存、活用に舵を切り

たい。地の利は良く、JR東日本や京急

東神奈川駅から真っすぐに約1km南下

した港湾部に位置している。さらに、瑞

穂橋梁に至る高島線から分岐した鉄路に

は、別のプレートガーター、谷積みの石

積みで築かれた築堤等が残されており、

鉄路は近代化遺産としての鉄道遺産の宝

庫である。当公益社団では、「港、鉄道、

ヨコハマ」と港における鉄道の重要性を

発信し、港の運輸システムに鉄道は不可

欠として鉄道の重要性をアピールしてい

る。

すでに横浜市は、横浜港駅や赤レンガ

倉庫に通じる旧横浜臨港線を保存、整備

し「汽車道」として再生させた。その結果、

現在市民に愛される施設として大いに利

活用され笑顔あふれる文化交流の場とし

て賑わいを生んでいる。

と言う訳で、瑞穂橋梁を要とした鉄路

を近代化遺産としての鉄道遺産として位

置づけて保存整備し、地域活性化に役立

てたいと考えている。

焼失を免れた玄関

旧モーガン邸内部の焼損状況

編集・発行：横浜市都市整備局都市デザイン室  横浜市中区本町6-50-10（市庁舎29階）  TEL 045-671-2023  FAX 045-664-4539   編集協力：公益社団法人 横浜歴史資産調査会 （YOKOHAMA HERITAGE）　デザイン・制作：アルファデザイン
Design by : alpha design
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山手本通りから少し外れ

た高台に建つ西洋館『山手

133番館』が、令和 3（2021）

年 3月 31日に歴史的建造物

として認定された。

山手に現存する西洋館は

ほぼ全てが大正12（1923）年

の関東大震災以降のものであ

るが、山手133番館もその一

つで昭和 5（1930）年の建築

である。広い庭を備えたスパ

ニッシュスタイルの洋館であり、主屋、

これに接続する使用人室、別棟車庫の３

棟で構成される。ゆとりのある広い空間

で構成され、厨房やクローゼット、照明

器具など数々のオリジナルの調度品が配

される。内外共に簡素ながら高質な意匠

で統一された、優れた住宅建築である。

同時代では珍しくスチールサッシ窓が使

用されていたり、床や下地に海外由来の

建築工法が用いられていたりと、建築家

A・レーモンド（1888-1976）の事務所の

関与も示唆される。

令和 2（2020）年、洋菓子店の横浜モ

ンテローザを営む株式会社三陽物産が土

地・建物を取得し、保全活用を目指して

現在は改修工事を実施している。

令和3（2021）年は、横浜市に都市デザイン担当が設置されてちょうど50年にあたる。この間、歩行者を大事にした都市空間の形成や、水・緑や歴
史的建造物等の地域の資源を大切にした魅力づくり、横浜らしい魅力的な景観形成などを、市民や企業のみなさまとともに進めてきた。ここでは、
長年横浜の歴史を生かしたまちづくりにご尽力いただいてきた方々に、歴史を生かしたまちづくりの視点からそれぞれの思い出を語っていただく。

宇田川邸の魅力
宇田川邸の現在の住まい手は、この家

を昭和40年代に購入した宇田川氏の娘

さん家族である。小学生の時に小港の団

地から引っ越してきた現在の住まい手は、

なんて大きな家なのだろう、と感じたそ

うだ。周囲の洋館には外国人家族が暮ら

していて、子ども達は一緒に遊んでいた。

しばらくして、家は日本人家族が暮らし

やすいように大規模な改修が行われたが、

今回の保全改修工事で一部創建当時の姿

に戻した。そこには、何よりもこの家で

育った住まい手の記憶に残る洋館の魅力

と想いがあってのことである。

急勾配の大屋根がよく見える道路側か

ら洋館をみると、関東大震災後の創建当

時の木製上げ下げ窓が残されているのが

わかる。上下窓は、縦長のプロポーショ

ンで、2枚のガラス戸を上下にスライド

させる洋館の基本的な開口部である。こ

れは平成6年歴史的認定建造物認定時に

デザイン室の要望であった「洋館の創建

当時の景観を残すこと」を、快諾して下

さった結果である。長い間開けることの

できなかったそれらの上げ下げ窓は、今

回丁寧な補修工事で再び使えるように

なった。

保全改修工事の2年前、住まい手が応

接室に敷かれていた赤い絨毯を剥がすと

創建当時のままの床板、無垢材のフロー

リングがそのまま現れた。床についたの

りを丁寧に剥がし、塗装をして蘇った床

板は、室内壁際は壁に沿って貼られ、暖

炉際では暖炉を囲むように貼り方向を変

え、昭和初期に建てられた洋館ならでは

の意匠であり、その存在感から応接室の

空気は一変した。そのような経験から、

今回は食堂のベイ・ウインドウ（張り出

し窓）廻りを創建当時のかたちに戻して

みることとなった。宇田川邸のベイ・ウ

インドウは、建物本体より張り出して窓

を突出させ、隅部を斜めに切り、三方に

開口部を設けて、台形の床部分をもつも

のである。

工事前のベイ・ウインドウは、窓下に

張り出し部分を塞ぐように窓台が作られ、

その下は建具がはめられ物入れとなって

いた。三方の窓はアルミサッシが嵌め込

まれ、窓上部はカーテンボックスがあり、

壁は薄茶色の化粧ベニア板であった。窓

台は胡蝶蘭など鉢植えの花台として使わ

れていた。

ここを元の姿に戻すことが、長年の住

まい手の希望であったが、果たしてうま

く行くのだろうか。不安のなか、手始め

に物入れの内部の床を剥がしてみると、

創建当時のフローリングがそのまま残っ

ているのが確認できた。そうであればこ

れは戻したい。物入れを撤去し、壁を剥

がし、カーテンボックスも取り払った。

幸運にもアルミサッシは、創建当初の木

製上げ下げ窓の窓枠を壊さずに嵌め込ま

れていたので、窓枠と枠内部に残されて

いた上げ下げ窓の分銅、滑車を再利用す

ることができた。窓枠を採寸し、古い写

真や他の木製上げ下げ窓を元に、窓桟の

寸法や位置を決め、新しい上げ下げ窓を

制作、分銅の紐を交換し、バランスが取

れるように調整しながら窓枠に取り付け

た。新しいガラスを窓枠にパテで押えて

止めた後、塗装して完成した。一部削り

取られていた窓下枠の飾りモールは、室

内の他の窓枠を参考にレプリカを作り取

り付けた。ベイ・ウインドウの形に沿っ

て貼られた当初のフローリングは、古い

ワックスをやすりで削り、周囲の床材と

色を合わせたステインを塗り、最後に

ワックスをかけると全く違和感はなく

なった。

食堂に座ってベイ・ウインドウに目を

移すと、春は桜、新緑、秋は月、紅葉、

そしてその木々の向こうに隣の洋館達を

眺めることができる。なんという贅沢な

光景だろう。宇田川邸の食堂はベイ・ウ

インドウの復原によって、横浜山手随一

の絶景スポットに生まれ変わったのであ

る。

宇田川邸の魅力はこれに尽きない。外

壁は時間と手間をかけて古い塗料が剥が

され、創建当時の質感と色彩が蘇った。

窓枠の深い緑と窓桟、破風の澄んだ白色

が外壁にアクセントを添え、玄関ポーチ

の円柱、交差する梁、煉瓦を積まれて作

られた階段の黄色の洗出し仕上げが外壁

と調和し、洋館の雰囲気を一層引き立て、

住まい手だけでなく道行く人の目を楽し

ませている。

玄関ポーチは創建当時、円柱の間に建

具が嵌め込まれたサンルームであった。

サンルームの一部は、洋館には珍しく大

きな引違の建具があり、その建具も今回

復原した。

一日の始まりは、朝日が東の上下窓か

ら庭の緑を通して差し込み、日の暮れる

ころには、西にあるベイ・ウインドウから、

真っ赤な夕日が見える。創建当時を偲ば

せる空間と時間の流れが、住まい手の想

いによって再現された洋館である。

都市デザイン50周年 ～歴史を生かしたまちづくりの視点から～

宮村忠 公益社団法人横浜歴史資産調査会会長 嶋田昌子 NPO法人横浜シティガイド協会理事

吉田鋼市 横浜国立大学名誉教授・公益社団法人横浜歴史資産調査会副会長 水沼淑子 関東学院大学名誉教授・公益社団法人横浜歴史資産調査会理事

金子修司 横浜市建築設計協同組合前理事長 小澤美那 元山手資料館館長

大野敏 横浜国立大学大学院教授・公益社団法人横浜歴史資産調査会理事 米山淳一 公益社団法人横浜歴史資産調査会常務理事

50周年おめでとうございます。歴
史を生かしたまちづくり30年、当公
益社団10年とコロナ禍を蹴散らす祝
砲が心地よい。前身の横浜市歴史的資
産調査会の委員、会長を歴任し感じた
ことは、市内は土木等歴史的資産が多
いことだ。特に港湾部は宝の山。護岸、
築堤、橋梁、倉庫群、クレーン他数え
きれない。それらを繋ぐのが臨港鉄道。
港湾システムの重要インフラだ。鉄道
がなければ物は運べない。大岡川に架
かるポニーワーレントラス橋の保存は
思い出深い。一つは汽車道。二つ目は、横浜市に断られ当時の建設省に依頼し江戸川源流の中
の橋公園（茨城県）に移設。人道橋とした。来年は鉄道開業150周年。臨港鉄道の歴史を見直
したい。

移設された汽車道で再活用されたポニーワーレントラス橋

1980年代、洋館好きな仲間と山手・根
岸・本牧を歩き回っていました。お世話に
なったのが、堀勇良・北沢猛両氏と都市デ
ザイン室でした。ワシン坂の丘の上では、
室内にペットの餌皿が放置されたままのエ
リスマン邸を覗き込むことができました。
不動坂上のフレーザー邸は最後の持ち主が
立ち去ったばかりで、残された家具を預
かったことがあります。忘れ去られた洋館
への哀惜の念から保存をテーマに「ヨコハ
マ洋館探偵団」が誕生。その後、市民に横
浜の歴史や文化を伝える人材育成として「横浜シティガイド協会」発足にこぎつけました。市
民と行政の役割の違いを考えながら、市民活動を開始した時期でした。当時の都市デザイン室
には大勢の市民が集い、多種多彩な行政マンにも出会い、刺激的な空間でした。「歴史を生か
したまちづくり要綱」制定の頃の思い出です。

旧内田家住宅（外交官の家）

今から100年前の大正10（1921）年、
横浜市は市独自の施策として市営の共
同住宅を建設した。市長をはじめ関係
課が足並みを揃えて挑戦し、完成後視
察に訪れた東京市はのちにこれに追随
した。公的共同住宅建設としては関東
大震災前に遡る画期的な事業だった。
筆者はこの市営共同住宅の意義を明ら
かにし博士論文とした。その後奇しく
も横浜の大学に奉職し、横浜市の歴史
を生かしたまちづくりに微力ながら関
わることになった。山手では関東大震
災後の市独自の施策、市営の外国人向け住宅を認定歴史的建造物にするお手伝いもした。つく
づく思うのは、横浜という都市のもつ「場」の力と、それ故そこに集う「人」が放つ力である。
これからの50年にも大いに期待したい。

市営外国人住宅（山手89-8番館）

● 次の50年後への期待を込めて
高度成長期の萌芽であった50年前

は6大事業を始めとする多くの心から
プロジェクトが論議され都市デザイン
室の大きなテーブルでは梁山泊の如き
熱気溢れる議論が交わされていた。組
織、人を集めデザインされた秩序ある
街づくりを実現した成果をお祝い申し
上げたい。
一方で開港期からの歴史を語り継ぐ

多くの建物の存在が横浜の深みを高め、
歴史を伝える大切な役割を果していることに着目した、歴史を生かした街づくりこそが街の魅
力をリアルに伝える大切なメッセージであり人々の感性に語りかける要素である事を確信する。
横浜の魅力を高め、次の50年へ向かってさらに誇りと自信を持てる街へ変身する新しいスター
トの年となることを願い心からお祝い申し上げる。

県警本部分庁舎（旧ヘルムハウス）平成12（2000）年解体

私のデザイン室との出会いは飛鳥田市政の頃。
昭和2（1927）年創業の勝烈庵創業50周年事業と
して会長故本多正道氏起案、山手は横浜の床の間
と謂い山手十番館庭内に景観保全と明治懐古の面
影を遺す諏訪町に現存した明治42（1909）年建
造和洋併設住宅中澤邸（当時園田氏管理）の洋館
部分を移築、山手資料館として活用目的で計画。
イギリス館にて町内会、行政関係（国吉氏ご縁きっ
かけ）などと説明会、公聴会を経て昭和52
（1977）年4月20日山手資料館開館。平成11
（1999）年横浜市認定歴史的建造物指定、建物解
体から移築工事完成迄数年がかりで傷みもあり難
事を極めたが、横浜を愛する多くの方と一期一会
の得難い交流継承の体験が「歴史をいかしたまち
づくり」尽きぬ洋館保存への原点である。 山手資料館

私は歴史を生かしたまちづくりに、主に民家
の立場から関わってきた。その中で感慨深いの
は、新川家茅葺修理（平成25（2013）年）と茅
葺シンポジウム（平成27（2015）年）である。
前者は入母屋造屋根の形状を地域の伝統形式に
再現するために工事関係者が奮闘努力し、その
想いが新川さんご一家に伝わったことだ。後者
は綱島の飯田さん・岩手県一関市の村上さん・
長屋門公園の清水さんの茅葺き維持奮闘者各位
を招いて茅葺きの将来を語りあえた。
一方、苦い経験は本牧のレーモンド住宅保存問題（平成21（2009）年）である。日本建築学

会を通して横浜市に保存要望書を提出したが、当時は「まだ戦後建築を保存する体制がない」
との回答であった。しかし現在横浜市は戦後建築の保存も視野に含めており、体制の進歩を感
じる。今後は、旧三井物産横浜支店倉庫取り壊しの苦い経験（平成27（2015）年）が、これか
らの歴史を生かしたまちづくりに生きることを強く願う。

2015年3月解体直前の旧三井物産横浜支店倉庫

● モノの力
無事移築となった旧・横浜銀行本店

別館の先端部の前で、この汚れこそすば
らしいのだと知人に力説して、シニカル
な笑いを返されたこともあるが、あの部
分を曳家して残していなければ、あの復
元はまったく違ったものになっていたで
あろう。横浜船渠２号ドックの石材が移
築のために取り外されて大量に並べてあ
るのを見て、その迫力に心が震えたこと
もある。そして、この写真は綜通横浜ビ
ルのファサードのテラコッタが外されて
並べて置かれている所であるが、なにか強い力を発しているように思われる。古い材料には力
がある。時間を経たものは、必ずなんらかの物語を語るし、たたずまいそのものが「あわれ」
の情趣を促すからであろう。

綜通横浜ビル（旧本町旭ビル）のテラコッタ

前身の横浜市歴史的資産調査会から
委員。全国の歴史の町を訪れる機会が多
い。そのたびに耳にすることは、「横浜
は凄いですね」である。「何が？」と僕。
「みなとみらいや歴史的な町の雰囲
気」と答えが返って来る。横浜への憧れ
の念を持つ全国の声である。これを裏打
ちしてきた戦略がアーバンデザイン、歴
史を生かしたまちづくりである。だが近
年、これぞと言った歴史的資産が消え続
け、憧れの横浜の景観を乱す建物等が目
に付く。ああ勘違いでは済まない。「歴
史を生かしたまちづくり」の先進的手法で先達が築き上げた財産を食い潰してならない。横浜
はブランド。街の文化と品格を保つ努力を市民、行政、専門家、企業らが力を合わせて取り組
む英国シビックトラストやナショナルトラストの様な役割を当公益社団が担いたい。

新川邸茅葺屋根修理の見学会

『山手133番館』が歴史的建造物として認定
中区山手町と南区唐沢の

境、山元町の交差点に立つと、

赤いアーチ形の打越橋（平成

15（2003）年横浜市歴史的建

造物に認定、平成27（2015）

年土木学会の選奨土木遺産に

選出）が視界に飛び込んでく

る。令和 2（2020）年度に塗

装工事を終え、赤い橋梁と青

空とのコントラストが更に

美しく、はっきりした。

打越橋は、昭和 3（1928）年に架けら

れたアーチ形式の鋼橋である。同年に根

岸方面の高台に入る路面電車が開通した

が、線路敷設のため関東大震災時崩落し

た斜面を開削し整地した。これにより、

高台にあった生活道路が分断されること

になり、打越橋が建設されたというわけ

である。

両側を石積擁壁と草木で覆われた谷に

鮮やかな朱色のアーチがかかる景観は、

横浜を代表する橋の品格をそなえ、地域

のランドマークともなっている。震災復

興と共に市民生活を支えてきた打越橋。

この度の塗り替えにより、アイストップ

としての存在感が増した。次世代へ引き

継ぎたい横浜の歴史資産の一つである。

歴史的橋梁『打越橋』 再び輝く

山手133番館 打越橋

令和元（2019）年度から二か年に渡り外観改修工事を行い、界隈のアイストップとしての存在
感を増した宇田川邸。工事を通じて改めて明らかになった宇田川邸の魅力についてお伝えする。

宇田川邸：上げ下げ窓工事後宇田川邸：上げ下げ窓工事前

応接室のフローリングと暖炉前のタイル（いずれも創建当時のまま）

宇田川邸：ベイウィンドウ工事後

宇田川邸：ベイウィンドウ工事前
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令和3（2021）年は、横浜市に都市デザイン担当が設置されてちょうど50年にあたる。この間、歩行者を大事にした都市空間の形成や、水・緑や歴
史的建造物等の地域の資源を大切にした魅力づくり、横浜らしい魅力的な景観形成などを、市民や企業のみなさまとともに進めてきた。ここでは、
長年横浜の歴史を生かしたまちづくりにご尽力いただいてきた方々に、歴史を生かしたまちづくりの視点からそれぞれの思い出を語っていただく。

都市デザイン50周年 ～歴史を生かしたまちづくりの視点から～
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50周年おめでとうございます。歴
史を生かしたまちづくり30年、当公
益社団10年とコロナ禍を蹴散らす祝
砲が心地よい。前身の横浜市歴史的資
産調査会の委員、会長を歴任し感じた
ことは、市内は土木等歴史的資産が多
いことだ。特に港湾部は宝の山。護岸、
築堤、橋梁、倉庫群、クレーン他数え
きれない。それらを繋ぐのが臨港鉄道。
港湾システムの重要インフラだ。鉄道
がなければ物は運べない。大岡川に架
かるポニーワーレントラス橋の保存は
思い出深い。一つは汽車道。二つ目は、横浜市に断られ当時の建設省に依頼し江戸川源流の中
の橋公園（茨城県）に移設。人道橋とした。来年は鉄道開業150周年。臨港鉄道の歴史を見直
したい。

移設された汽車道で再活用されたポニーワーレントラス橋

1980年代、洋館好きな仲間と山手・根
岸・本牧を歩き回っていました。お世話に
なったのが、堀勇良・北沢猛両氏と都市デ
ザイン室でした。ワシン坂の丘の上では、
室内にペットの餌皿が放置されたままのエ
リスマン邸を覗き込むことができました。
不動坂上のフレーザー邸は最後の持ち主が
立ち去ったばかりで、残された家具を預
かったことがあります。忘れ去られた洋館
への哀惜の念から保存をテーマに「ヨコハ
マ洋館探偵団」が誕生。その後、市民に横
浜の歴史や文化を伝える人材育成として「横浜シティガイド協会」発足にこぎつけました。市
民と行政の役割の違いを考えながら、市民活動を開始した時期でした。当時の都市デザイン室
には大勢の市民が集い、多種多彩な行政マンにも出会い、刺激的な空間でした。「歴史を生か
したまちづくり要綱」制定の頃の思い出です。

旧内田家住宅（外交官の家）

今から100年前の大正10（1921）年、
横浜市は市独自の施策として市営の共
同住宅を建設した。市長をはじめ関係
課が足並みを揃えて挑戦し、完成後視
察に訪れた東京市はのちにこれに追随
した。公的共同住宅建設としては関東
大震災前に遡る画期的な事業だった。
筆者はこの市営共同住宅の意義を明ら
かにし博士論文とした。その後奇しく
も横浜の大学に奉職し、横浜市の歴史
を生かしたまちづくりに微力ながら関
わることになった。山手では関東大震
災後の市独自の施策、市営の外国人向け住宅を認定歴史的建造物にするお手伝いもした。つく
づく思うのは、横浜という都市のもつ「場」の力と、それ故そこに集う「人」が放つ力である。
これからの50年にも大いに期待したい。

市営外国人住宅（山手89-8番館）

● 次の50年後への期待を込めて
高度成長期の萌芽であった50年前

は6大事業を始めとする多くの心から
プロジェクトが論議され都市デザイン
室の大きなテーブルでは梁山泊の如き
熱気溢れる議論が交わされていた。組
織、人を集めデザインされた秩序ある
街づくりを実現した成果をお祝い申し
上げたい。
一方で開港期からの歴史を語り継ぐ

多くの建物の存在が横浜の深みを高め、
歴史を伝える大切な役割を果していることに着目した、歴史を生かした街づくりこそが街の魅
力をリアルに伝える大切なメッセージであり人々の感性に語りかける要素である事を確信する。
横浜の魅力を高め、次の50年へ向かってさらに誇りと自信を持てる街へ変身する新しいスター
トの年となることを願い心からお祝い申し上げる。

県警本部分庁舎（旧ヘルムハウス）平成12（2000）年解体

私のデザイン室との出会いは飛鳥田市政の頃。
昭和2（1927）年創業の勝烈庵創業50周年事業と
して会長故本多正道氏起案、山手は横浜の床の間
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部分を移築、山手資料館として活用目的で計画。
イギリス館にて町内会、行政関係（国吉氏ご縁きっ
かけ）などと説明会、公聴会を経て昭和52
（1977）年4月20日山手資料館開館。平成11
（1999）年横浜市認定歴史的建造物指定、建物解
体から移築工事完成迄数年がかりで傷みもあり難
事を極めたが、横浜を愛する多くの方と一期一会
の得難い交流継承の体験が「歴史をいかしたまち
づくり」尽きぬ洋館保存への原点である。 山手資料館

私は歴史を生かしたまちづくりに、主に民家
の立場から関わってきた。その中で感慨深いの
は、新川家茅葺修理（平成25（2013）年）と茅
葺シンポジウム（平成27（2015）年）である。
前者は入母屋造屋根の形状を地域の伝統形式に
再現するために工事関係者が奮闘努力し、その
想いが新川さんご一家に伝わったことだ。後者
は綱島の飯田さん・岩手県一関市の村上さん・
長屋門公園の清水さんの茅葺き維持奮闘者各位
を招いて茅葺きの将来を語りあえた。
一方、苦い経験は本牧のレーモンド住宅保存問題（平成21（2009）年）である。日本建築学

会を通して横浜市に保存要望書を提出したが、当時は「まだ戦後建築を保存する体制がない」
との回答であった。しかし現在横浜市は戦後建築の保存も視野に含めており、体制の進歩を感
じる。今後は、旧三井物産横浜支店倉庫取り壊しの苦い経験（平成27（2015）年）が、これか
らの歴史を生かしたまちづくりに生きることを強く願う。
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山手本通りから少し外れ

た高台に建つ西洋館『山手

133番館』が、令和 3（2021）

年 3月 31日に歴史的建造物

として認定された。

山手に現存する西洋館は

ほぼ全てが大正12（1923）年

の関東大震災以降のものであ

るが、山手133番館もその一

つで昭和 5（1930）年の建築

である。広い庭を備えたスパ

ニッシュスタイルの洋館であり、主屋、

これに接続する使用人室、別棟車庫の３

棟で構成される。ゆとりのある広い空間

で構成され、厨房やクローゼット、照明

器具など数々のオリジナルの調度品が配

される。内外共に簡素ながら高質な意匠

で統一された、優れた住宅建築である。

同時代では珍しくスチールサッシ窓が使

用されていたり、床や下地に海外由来の

建築工法が用いられていたりと、建築家

A・レーモンド（1888-1976）の事務所の

関与も示唆される。

令和 2（2020）年、洋菓子店の横浜モ

ンテローザを営む株式会社三陽物産が土

地・建物を取得し、保全活用を目指して

現在は改修工事を実施している。

宇田川邸の魅力
宇田川邸の現在の住まい手は、この家

を昭和40年代に購入した宇田川氏の娘

さん家族である。小学生の時に小港の団

地から引っ越してきた現在の住まい手は、

なんて大きな家なのだろう、と感じたそ

うだ。周囲の洋館には外国人家族が暮ら

していて、子ども達は一緒に遊んでいた。

しばらくして、家は日本人家族が暮らし

やすいように大規模な改修が行われたが、

今回の保全改修工事で一部創建当時の姿

に戻した。そこには、何よりもこの家で

育った住まい手の記憶に残る洋館の魅力

と想いがあってのことである。

急勾配の大屋根がよく見える道路側か

ら洋館をみると、関東大震災後の創建当

時の木製上げ下げ窓が残されているのが

わかる。上下窓は、縦長のプロポーショ

ンで、2枚のガラス戸を上下にスライド

させる洋館の基本的な開口部である。こ

れは平成6年歴史的認定建造物認定時に

デザイン室の要望であった「洋館の創建

当時の景観を残すこと」を、快諾して下

さった結果である。長い間開けることの

できなかったそれらの上げ下げ窓は、今

回丁寧な補修工事で再び使えるように

なった。

保全改修工事の2年前、住まい手が応

接室に敷かれていた赤い絨毯を剥がすと

創建当時のままの床板、無垢材のフロー

リングがそのまま現れた。床についたの

りを丁寧に剥がし、塗装をして蘇った床

板は、室内壁際は壁に沿って貼られ、暖

炉際では暖炉を囲むように貼り方向を変

え、昭和初期に建てられた洋館ならでは

の意匠であり、その存在感から応接室の

空気は一変した。そのような経験から、

今回は食堂のベイ・ウインドウ（張り出

し窓）廻りを創建当時のかたちに戻して

みることとなった。宇田川邸のベイ・ウ

インドウは、建物本体より張り出して窓

を突出させ、隅部を斜めに切り、三方に

開口部を設けて、台形の床部分をもつも

のである。

工事前のベイ・ウインドウは、窓下に

張り出し部分を塞ぐように窓台が作られ、

その下は建具がはめられ物入れとなって

いた。三方の窓はアルミサッシが嵌め込

まれ、窓上部はカーテンボックスがあり、

壁は薄茶色の化粧ベニア板であった。窓

台は胡蝶蘭など鉢植えの花台として使わ

れていた。

ここを元の姿に戻すことが、長年の住

まい手の希望であったが、果たしてうま

く行くのだろうか。不安のなか、手始め

に物入れの内部の床を剥がしてみると、

創建当時のフローリングがそのまま残っ

ているのが確認できた。そうであればこ

れは戻したい。物入れを撤去し、壁を剥

がし、カーテンボックスも取り払った。

幸運にもアルミサッシは、創建当初の木

製上げ下げ窓の窓枠を壊さずに嵌め込ま

れていたので、窓枠と枠内部に残されて

いた上げ下げ窓の分銅、滑車を再利用す

ることができた。窓枠を採寸し、古い写

真や他の木製上げ下げ窓を元に、窓桟の

寸法や位置を決め、新しい上げ下げ窓を

制作、分銅の紐を交換し、バランスが取

れるように調整しながら窓枠に取り付け

た。新しいガラスを窓枠にパテで押えて

止めた後、塗装して完成した。一部削り

取られていた窓下枠の飾りモールは、室

内の他の窓枠を参考にレプリカを作り取

り付けた。ベイ・ウインドウの形に沿っ

て貼られた当初のフローリングは、古い

ワックスをやすりで削り、周囲の床材と

色を合わせたステインを塗り、最後に

ワックスをかけると全く違和感はなく

なった。

食堂に座ってベイ・ウインドウに目を

移すと、春は桜、新緑、秋は月、紅葉、

そしてその木々の向こうに隣の洋館達を

眺めることができる。なんという贅沢な

光景だろう。宇田川邸の食堂はベイ・ウ

インドウの復原によって、横浜山手随一

の絶景スポットに生まれ変わったのであ

る。

宇田川邸の魅力はこれに尽きない。外

壁は時間と手間をかけて古い塗料が剥が

され、創建当時の質感と色彩が蘇った。

窓枠の深い緑と窓桟、破風の澄んだ白色

が外壁にアクセントを添え、玄関ポーチ

の円柱、交差する梁、煉瓦を積まれて作

られた階段の黄色の洗出し仕上げが外壁

と調和し、洋館の雰囲気を一層引き立て、

住まい手だけでなく道行く人の目を楽し

ませている。

玄関ポーチは創建当時、円柱の間に建

具が嵌め込まれたサンルームであった。

サンルームの一部は、洋館には珍しく大

きな引違の建具があり、その建具も今回

復原した。

一日の始まりは、朝日が東の上下窓か

ら庭の緑を通して差し込み、日の暮れる

ころには、西にあるベイ・ウインドウから、

真っ赤な夕日が見える。創建当時を偲ば

せる空間と時間の流れが、住まい手の想

いによって再現された洋館である。

『山手133番館』が歴史的建造物として認定
中区山手町と南区唐沢の

境、山元町の交差点に立つと、

赤いアーチ形の打越橋（平成

15（2003）年横浜市歴史的建

造物に認定、平成27（2015）

年土木学会の選奨土木遺産に

選出）が視界に飛び込んでく

る。令和 2（2020）年度に塗

装工事を終え、赤い橋梁と青

空とのコントラストが更に

美しく、はっきりした。

打越橋は、昭和 3（1928）年に架けら

れたアーチ形式の鋼橋である。同年に根

岸方面の高台に入る路面電車が開通した

が、線路敷設のため関東大震災時崩落し

た斜面を開削し整地した。これにより、

高台にあった生活道路が分断されること

になり、打越橋が建設されたというわけ

である。

両側を石積擁壁と草木で覆われた谷に

鮮やかな朱色のアーチがかかる景観は、

横浜を代表する橋の品格をそなえ、地域

のランドマークともなっている。震災復

興と共に市民生活を支えてきた打越橋。

この度の塗り替えにより、アイストップ

としての存在感が増した。次世代へ引き

継ぎたい横浜の歴史資産の一つである。

歴史的橋梁『打越橋』 再び輝く

山手133番館 打越橋

令和元（2019）年度から二か年に渡り外観改修工事を行い、界隈のアイストップとしての存在
感を増した宇田川邸。工事を通じて改めて明らかになった宇田川邸の魅力についてお伝えする。

宇田川邸：上げ下げ窓工事後宇田川邸：上げ下げ窓工事前

応接室のフローリングと暖炉前のタイル（いずれも創建当時のまま）

宇田川邸：ベイウィンドウ工事後

宇田川邸：ベイウィンドウ工事前


